
～「女性のチャレンジ賞」受賞者の軌跡～

キラリ
花咲く 物語



1

女性のチャレンジ賞
受賞者 座談会
新しいことを始めるとき、自分が変われるか？周りを変えられるか？と希望と不安を感じ
ながらチャレンジするものだと思います。今回の座談会では、新しいことにチャレンジし、
そこで出会った人たちとの縁を大事にしながら、今もがんばり続けている受賞者の方に
お集まりいただきました。始めたきっかけや、周りの方のサポートなど、率直に語ってい
ただきました。

変わる！ 変える！ インタビュアー
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分
厚
い
壁
を
破
っ
て

年 表
49歳
静岡市農業協同組合（JA静岡市）美和支部の
女性部支部長に就任

50歳
農産物加工センター及び朝市を開始

52歳
農産物直売所・加工施設「アグリロード美和」
開設

54歳
JA静岡市女性部部長に就任。JA静岡市の総代
の約20％を女性に

59歳
JA静岡市初の女性理事に就任

61歳
平成19年度（第４回）女性のチャレンジ賞受賞

JA静岡市美和支部の女性部の朝市活動を

母体として、平成10年、常設の農産物直売

所「アグリロード美和」を開設。生産者と消

費者が野菜について語り合う「生消菜言倶

楽部（せいしょうなごんくらぶ）」を立ち上げ、

消費者との交流活動や地元農産物を活かし

た商品開発を展開。年間約１億円を売り上げ

る直売所に成長している。

JA静岡市女性部販売所
 「アグリロード美和」

略　歴　　　　　　　 静岡県静岡市出身。茶農家後継者と結婚。平成７年、JA静岡市美和支部の女性部
　　　　　　　支部長に就任し、女性部による朝市の開催や、農産物直売所・加工施設「アグリ
ロード美和」の開設などを主導。地元農産物を活かした「生消菜言弁当（せいしょうなごんべんと
う）」を発案・ヒットさせる。平成12年、JA静岡市の女性総代を20％にすることを実現したほか、自
身もJA静岡市初の女性理事として、農協の経営・方針決定過程への女性の参画拡大に取り組む。

海野 フミ子
う ん   の こ

静岡市
農業協同組合理事
JA女性部販売所
アグリロード美和代表 氏
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年 表
40歳
「若妻の翼」事業に一期生として、10日間のドイ
ツ研修に参加

47歳
飯舘村の農業委員に就任

53歳
女性として、全国で初めて農業委員会会長に就
任

58歳
農家民宿「までい民宿　どうげ」を始める

62歳
東日本大震災発生。ふるさとの飯舘村を離れ、
福島市の松川工業団地第一仮設住宅へ避難
し、住民約110戸の管理人に就任。いいたて
カーネーションの会設立

63歳
平成24年度（第９回）女性のチャレンジ賞特別
部門賞（防災・復興）受賞

震災後、飯舘村の住民が避難した仮設住宅

で、佐野氏が、入居者の交流と趣味の活動

づくりのため、裁縫が得意な高齢女性に講

師になってもらい裁縫教室を開くことを提

案し、平成23年10月に発足。現在、高齢女性

を中心に約20人が参加している。全国から

寄贈された古着を村の伝統的な「までい着」

に仕立て直し、販売している。

いいたてカーネーションの会

略　歴　　　　　　　 福島県飯舘村出身。平成元年、村内女性対象の海外派遣「若妻の翼」事業の一期
　　　　　　　 生として、 ヨーロッパ研修に参加。同８年から村の農業委員をつとめ、同14年に
全国で女性初の農業委員会会長に就任。平成18年より、農家民宿「までい民宿 どうげ」を経営。東
日本大震災後、避難先の仮設住宅の管理人として、住民の健康管理や交流促進に取り組む。現在、
「までい着」の製作・販売活動を通じて、女性の生きがいと雇用創出に取り組んでいる。

佐野 ハツノ
さ   の

いいたて
カーネーションの会
代表 氏
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年 表
20歳
建設会社就職
25歳
つくば市にて、結婚・出産
29歳
子育てサークル輪母（わはは）ネットを設立し、
地域密着型子育て情報誌「おやこDEわはは」
発行。その後、広場事業、情報配信事業を展開
する
33歳
わははネットに改称し、特定非営利活動法人の
認証取得
35歳
子育てタクシー事業の立ち上げ
41歳
平成19年度（第４回）女性のチャレンジ賞受賞
43歳
経済産業省ソーシャルビジネス５５選に選出
45歳
厚生労働省ポジティブアクション展開委託事
業を受託

平成10年地元香川県で中橋氏が子育てサー
クル「輪母（わはは）ネット」を設立。翌11年に
香川県初の地域密着型子育て情報誌「おや
こDEわはは」創刊。法人格取得後、親子のひ
ろば（現：地域子育て支援拠点）を商店街の
一角でスタートし現在3拠点運営。平成16年
には子育てタクシー発案、全国に普及。同年
スタートした携帯電話を使った子育て情報
発信のシステムも全国に広がる。現在16名の
雇用スタッフは全員女性。子育て・女性・まち
づくり支援をしている。

特定非営利活動法人わははネット

略　歴　　　　　　　 平成１０年、子どもとの遊びを中心にした育児サークルから、子育て支援のための情
　　　　　　　報発信を目的とした育児サークル「わはは（輪母）net」を仲間に呼び掛け旗揚げ。翌
１１年に子育て情報誌「おやこＤＥわはは」を発行。平成１５年には親子のいこいの広場事業を始める。
また、携帯電話を利用した子育て情報配信サービス「わははメール」事業をスタートし、翌１６年には
「子育て応援タクシー」事業を実施する。また、平成２１年経済産業省のソーシャルビジネス５５選に
も選出される。ニッポン子育て応援団メンバー、文部科学省中央教育審議会臨時委員等を歴任。

特定非営利
活動法人
わははネット
理事長 中橋 恵美子

な か  は し 　  え   み   こ

氏
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年 表
19歳
結婚。翌年長男誕生

21歳
橋本正惠商店を立ち上げ、果物や野菜の卸売
から魚介類の卸売へ

38歳
全国の女性で初めて定置網の権利を持つ

47歳
蒲江町観光協会会長就任

57歳
かまえブルーツーリズム研究会発足（会長就任）

57歳
平成18年度（第３回）女性のチャレンジ賞受賞
59歳
農林水産省「農林漁家　民宿おかあさん100
選」に選ばれる
62歳
日本観光振興協力会長表彰受賞。「大分学研
究会」の呼びかけ人となり立ち上げ時副会長に
就任

橋本正惠さんが20歳の時一人で立ち上げた
「橋本正惠商店」が前身。魚介類の養殖・加
工・販売のほか、食堂、旅館・民宿の経営、さ
まざまな漁業体験を提供している。現在の
社長は子ども。淡水魚の海水養殖など常に
新しい養殖の研究にチャレンジするのは次
男、三男は海業体験・旅館民宿の切り盛りを
する。一家で海と関わり地域で生きることを
喜びとする。

有限会社丸二水産

略　歴　　　　　　　 大分県佐伯市蒲江大字西野浦出身。昭和45年、橋本正惠商店を立ち上げる。昭和
　　　　　　　 49年に丸二水産を設立。全国へ販路を拡大し新しいアイディアで事業を拡大。平
成２年に「海の体験民宿 まるに丸」を始める。平成8年に蒲江町観光協会会長就任。平成18年、か
まえブルーツーリズム研究会を立ち上げ、翌年「体感・学び」の大学「あまべ渡世大学」を開設。地元
の魅力の発掘・発信と、自分たちで楽しめる地域づくりを目指して活動を広めている。

橋本 正惠
は し  も と 　   ま さ   え

有限会社
丸二水産
取締役

ね
え

氏
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日
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連
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年 表
22歳
美術・建築系の編集の仕事に携わる

30歳
フリーの編集者に

33歳
次女を出産。授乳服製作のモーハウスを設立

41歳
東京青山にショップを開設。愛・地球博で授乳
ショーを行う

44歳
平成21年度（第６回）女性のチャレンジ賞受賞

48歳
NPO法人子連れスタイル推進協会設立
49歳
平成25年度ダイバーシティ経営企業100選受
賞。APEC（北京）で、日本の女性起業家を代表
してスピーチ

平成９年に創業。母となった女性のライフス

タイルをより自由なものに変えていくことを

志向し、授乳服という“ツール”を用いてビジネ

スと社会活動の両輪で取組を展開している。

従業員の多くが子どもを持つ女性であり、子

育てという「制約」を多様な工夫で乗り越え

ながら円滑な業務実施体制を築くとともに、

社員の継続的なキャリア構築を支援している。

有限会社モーハウス

略　歴　　　　　　　 お茶の水女子大学を卒業後、美術企画、建築関係の編集者を経て、平成９年の2人　
　　　　　　　目の出産後、電車の中での授乳体験を機に「産後の新しいライフスタイル」を提案す
るため授乳服の製作を開始。その後、お産・おっぱいをサポートする「モーハウス」の活動を始め、「子
連れ出勤」を古くて新しいワークスタイルとして提唱・実践し、多様な生き方や育て方、働き方を提案
する「子連れスタイル推進協会」や、母乳生活全般の研究活動を行う「快適母乳生活研究所」を立ち
上げる。三児の母。趣味はお産・おっぱい・建築。

み つ  は た 　   ゆ   か

氏
有限会社
モーハウス
代表取締役光畑 由佳
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が
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年 表
22歳
大学卒業と同時に化粧品会社へ勤務。3年後に
退職

29歳
市役所の臨時職員を経て、地元情報誌2誌で
営業と編集を8年経験

34歳
自宅マンションで有限会社ファウプ（現・株式
会社アヴァンティ）起業。「アヴァンティ」創刊

49歳
平成20年度（第5回）女性のチャレンジ賞受賞

50歳
アヴァンティの社長、編集長とも退き顧問
福岡県男女共同参画センター「あすばる」館長
に就任

平成５年、村山氏が設立。設立時から情報
誌「アヴァンティ」を毎月発行している。現在
はさらにコミュニティサイトの運営、イベン
トの企画・運営、マーケティングやプロモー
ションなども手がける。創業の理念は、「女
性がいきいきと自分の可能性を発揮して活
躍できる社会へ、社会変革の原動力になる」。
現在の社長は２代目で、創業２年目からのメ
ンバーである清澄由美子氏（中央写真左）。

株式会社アヴァンティ

略　歴　　　　　　　 福岡県福岡市生まれ、福岡市在住。九州大学を卒業後、化粧品メーカー、情報誌の
　　　　　　　 営業・編集を経て、平成５年に有限会社ファウプ（現・株式会社アヴァンティ）を設立
し、情報誌「アヴァンティ」を創刊。平成22年3月に社長を退任して顧問に。同年4月より福岡県男女
共同参画センター「あすばる」館長。平成14年全国商工会議所女性会連合会「女性起業家大賞」奨励
賞、平成16年「福岡県男女共同参画企業賞」受賞。

村山 由香里
む ら  や ま 　  ゆ   か   り

氏
福岡県男女共同
参画センター館長
株式会社
アヴァンティ顧問



内閣府男女共同参画局総務課
〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1
TEL：03-5253-2111（代表）
FAX：03-3581-9566
ホームページ：http://www.gender.go.jp


